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抜歯群と非抜歯群で上下顎中切歯の移動様相 に違

いがあるものの,切 歯路角は全期間を通 じて一定

であった。これは上下顎切歯の咬合関係を機能的

に保持する機構の存在 を示唆するものと考 えられ

た。

7)前 歯部叢生 と上下顎中切歯の咬合関係との

関連性

○伊藤 秀文,竜 立雄,氷 室 利彦

(奥羽大・歯・成長発育歯・歯科矯正学分野)

【目 的】プリアジャステッ ドアプライアンスに

よる矯正歯科治療 を行 ったAngleI級 不正咬合 の

前歯部叢生と上下顎中切歯の咬合関係 との関連性

を明らかにする。

【資料】対象には,プ リアジャステ ッドアプライ

アンス(MBTTMシ ステム)。022ス ロットを用いて

治療 し良好な咬合状態が得 られたAngleI級 不正

咬合患者32名(抜 歯群20名,平 均年齢17歳2か 月,

非抜歯群12名,平 均年齢22歳6か 月)を 選択 した。

研 究資料 には,治 療 前(TO>,動 的治療終 了時

(T1),保 定1年 時(T2)の 側面頭部X線 規格写真

を用いた。

【方 法】側面頭部X線 規格写真分析についてTO,

Tl,T2に おける抜歯群と非抜歯群の2群 問の比

較 をMann-WhitneyU-test,抜 歯群内および非

抜 歯群 内 のTO,Tl,T2間 の比 較 をFriedman's

testで検討 した。

【結 果】1.骨 格系の計測項 目には,全 期間 を

通 じて群問および群内の統計学的比較において有

意 な差を認めなかった。2.非 抜歯群の矯正治療

による上顎中切歯点は,前 歯の トルクを制御 しな

がら前方へ移動 し,保 定期に変化 は認められな

かった。下顎中切歯点の分布は,保 定期に収束 し

た。3.抜 歯群の上顎中切歯は前歯の トル クを制

御 しながら後方へ移動 した。下顎中切歯は舌側傾

斜 しなが ら後方に移動 した。4.切 歯路角は,全

期間を通じて群問および群内の統計学的比較にお

いて有意な差を認めなかった。5.CIAは 抜歯群で

は,TO-T1間 とTO-T2間 で統計学的に有意な差が

認められた。

【結 論】AngleClassI不 正咬合の治療では,
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